
米原市東草野地区  

東
ひ
が
し

草く

さ

野の

地
区
は
甲こ

う

津づ

原は

ら

、
曲ま

が

谷た

に

、
甲こ

う

賀が

、
吉
槻

よ

し

つ

き

の
４

集
落
か
ら
な
る
地
域
だ
。
冬
期
の
積
雪
な
ど
を
理
由
に

過
疎

か

そ

化
が
進
行
す
る
当
地
域
で
は
、
各
集
落
で
地
域
活

性
化
に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
き
た
も
の
の
、
過
疎
化

に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
至
ら
ず
、
徐
々
に
戸
数
が
減

り
つ
つ
あ
っ
た
。 

そ
ん
な
中
、
各
集
落
共
通
の
課
題
で
あ
る
過
疎
・
高

齢
化
の
解
決
に
向
け
て
、
４
集
落
が
力
を
合
わ
せ
て
地

域
活
性
化
に
取
り
組
む
た
め
、
各
集
落
か
ら
当
年
度
と

前
年
度
の
区
長
を
含
む
４
、
５
人
（
計
20
人
程
）
が
委

員
を
務
め
る
「
東
草
野
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」
が
、
平

成
19
年
度
に
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
懇
話
会
が
主
体

と
な
り
、
地
元
に
い
る
人
が
元
気
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
本
事
業
に
よ
る
取
組
を
開
始
し
た
。 

 

■
多
彩
な
移
住
・
交
流
事
業 

本
事
業
で
は
、
月
に
一
度

定
例
会
議
を
開
き
、
地
域
課

題
の
解
決
に
む
け
て
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
や
田
舎
暮
ら
し

体
験
と
い
っ
た
移
住
・
交
流

事
業
を
実
施
し
た
。 

曲
谷
の
広
場
で
行
わ
れ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
地
域
内
外
か
ら
出
店
者
が
集
い
、
約
500
人
の
来
場
者

が
４
集
落
の
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
た
。 

ま
た
湖
北
移
住
交
流
支
援
研
究
会
と
の
共
催
に
よ

り
、
「
伊
吹
山
山
麓
の
ん
び
り
田
舎
暮
ら
し
体
験
」
を

開
催
。
田
舎
暮
ら
し
に

あ
こ
が
れ
を
も
つ
都

市
住
民
や
、
滋
賀
県
と

姉
妹
提
携
し
て
い
る

ミ
シ
ガ
ン
州
の
大
学

生
を
迎
え
、
集
落
散
策

や
農
業
体
験
、
地
元
住

民
と
の
意
見
交
換
会

を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

４
集
落
あ
わ
せ
て
30
数
軒
の
空
き
家
を
有
効
活
用
す

る
た
め
、
空
き
家
所
有
者
に
対
し
活
用
意
向
調
査
を
実

施
し
、
結
果
を
取
り
ま
と
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

し
た
。 

 

本
事
業
に
よ
る
取
組
が
終
了
し
た
後
も
、
懇
話
会
に

よ
る
活
動
は
継
続
さ
れ
て
お
り
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
湖
北
移
住
フ
ェ
ス
タ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
と
合
併
し
、

よ
り
大
き
な
活
動
と
な
っ
た
。 

さ
ら
に
懇
話
会
で
は
、
４
集
落
合
同
の
事
業
は
も
ち 

  
 

多
彩
な
移
住
・
交
流
事
業
で 

過
疎
高
齢
化
の
波
に
挑
む 

【平成 2０年度】 

ふるさと農村支援事業 

東草野まちづくり懇話会（座長）法雲
の り く も

俊邑さん 

 
 
 
 
 
◆活動で工夫したこと                              

・ ４集落で協力して地域活性化に取り組んだ。 

◆地域活性化のキーポイント                           

・ 地域活性化に取り組まなければいけないという住民の自覚。 

◆今後の展望                                  

・ 観光客に滝巡りをしてもらえるよう、滝に遊歩道を設置したい。 

・ 味と安全性に自信のある農産物のブランド化。 

 

 

 最初は「金儲けをすることがまちづくり」だという   

認識の人もいて、分かり合うのに苦労しました。 

 こうした取組が、若い世代の人も「地元に残ろう」と

いう意識を持つきっかけになると思います。 

集落散策 

フリーマーケット 

●活動組織問い合わせ先 
東草野まちづくり懇話会 
☎ 0749-59-0354 

出典：Ｈ22 国勢調査 

Memo               

甲津原（こうづはら）

【戸数】３９戸 

【人口】９４人 

【高齢化率】５１.１％  

 曲谷（まがたに） 

【戸数】２７戸 

【人口】６６人 

【高齢化率】４２.２％  

 甲賀（こうが） 

【戸数】２５戸 

【人口】６１人 

【高齢化率】３２.８％  

 吉槻（よしつき） 

【戸数】４１戸 

【人口】１０３人 

【高齢化率】５２.４％ 

●米原市職員のコメント 
複数の集落が集まり地域の活性化を目指し活動されており、事業を活用してイ

ベント等を実施されました。参加者との交流はもちろん、イベントを作り上げて
いく作業等を通して集落同士の協力関係や絆が生まれるなどお金だけではない効
果があったと感じます。 
 
≪問い合わせ先≫ 米原市農林振興課 ☎ 0749-58-2228 

                     

  

ろ
ん
の
こ
と
、
各
集
落
が
単
独
で
行
う
事
業
へ
の
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
懇
話
会
を
中
心
に
東
草
野
の
活
性
化

に
向
け
た
取
組
は
継
続
さ
れ
て
い
る
。 

 

■
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
が
刺
激
に 

こ
う
し
た
活
動
が
新
聞
や
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

局
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
東
草
野
の
知
名
度
向
上
に
つ
な

が
っ
た
。
ま
た
、
住
民
た
ち
も
取
材
を
受
け
る
こ
と
や

テ
レ
ビ
に
映
る
こ
と
が
嬉
し
く
、
活
動
へ
の
良
い
刺
激

に
な
っ
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

で
、
住
民
が
地
域
の
活
性
化
を
実
感
で
き
る
と
と
も
に

地
域
へ
の
愛
着
が
よ
り
強
く
な
り
、
さ
ら
に
活
動
に
熱

が
入
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
た
。 

 

■
地
域
資
源
を
売
り
出
す 

東
草
野
に
は
、
有

名
な
「
五ご

色し

き

の
滝
」

の
ほ
か
、「
与よ

九く

郎ろ

う

滝た

き

」

や
「
夫
婦

め

お

と

滝た
き

」
な
ど

多
く
の
滝
が
あ
る
。

懇
話
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
滝
へ
の
道
を
整

備
し
、
滝
巡
り
を
売

り
に
地
域
へ
の
誘
客

を
狙
う
と
と
も
に
、
併

せ
て
民
宿
や
レ
ス
ト

ラ
ン
の
整
備
を
行
う

こ
と
に
よ
り
地
域
で

の
滞
在
時
間
を
増
や

し
、
さ
ら
な
る
地
域
の

活
性
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
、
東
草
野
は
水

も
空
気
も
澄
ん
で
い

て
、
無
農
薬
栽
培
も
行

わ
れ
て
い
る
。
味
と
安

全
性
に
自
信
の
あ
る

農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
、
付
加
価
値
を
付

け
て
販
売
す
る
こ
と

で
価
格
競
争
の
波
に

挑
も
う
と
し
て
い
る
。 

 

事業で取り組んだ活動  
フリーマーケット 

・・・東草野地域を訪れるきっかけづくりや、地元住民と都市住民の交流および

地域資源のＰＲを目的に、地域内外から出店者を募りフリーマーケットを 

開催。 

伊吹山山麓のんびり田舎暮らし体験 

・・・田舎暮らしに憧れを持つ都市住民を対象に、集落散策（地域資源・       

空き家）、農業体験、地域住民との意見交換会を盛り込んだツアーを   

湖北移住交流支援研究会との共催により開催。 

空き家情報収集 

・・・空き家の有効活用に向けて、空き家所有者に対し、活用意向調査     

アンケートを実施し、データベースを作成。 

定例会議 

・・・地域課題の解決や事業実施に向けた協議を毎月開催。 

五色の滝 



豊郷町高野瀬地区  

Memo               

高野瀬（たかのせ）

【戸数】３８１戸 

【人口】９９７人 

【高齢化率】２２.５％ 

豊
郷

と

よ

さ

と

町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
高た

か

野の

瀬せ

地
区
。
集

落
の
真
ん
中
に
は
高
野
瀬
池
と
い
う
１
ha
ほ
ど
の
た

め
池
が
あ
る
。
昔
は
コ
イ
の
養
殖
が
行
わ
れ
る
綺
麗
な

池
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
水

が
滞
留
し
、
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
。
周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が

出
る
ほ
ど
に
池
が
汚
れ
て
い
た
。 

そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
に
国
土
交
通
省
の
町
づ
く
り

交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
高
野
瀬
池
の
ヘ
ド
ロ
対
策

（
ヘ
ド
ロ
の
固
化
、
盛
り
土
）
を
実
施
。
さ
ら
に
池
周

辺
に
遊
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。 

こ
れ
を
契
機
に
、「
せ
っ
か
く
整
備
し
て
も
ろ
た
ん
や

か
ら
、
今
度
は
地
域
と
し
て
活
用
し
て
い
か
な
あ
か
ん
」

と
地
域
住
民
の
有
志
が
「
高
野
瀬
公
園
eco
ク
ラ
ブ
」
を

設
立
し
、
美
し
い
高
野
瀬
池
公
園
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
池
周
辺
の
清
掃
活
動
や
錦
鯉
の
放
流
等
を
開
始

し
た
。
そ
し
て
池
の
維
持
管
理
だ
け
で
な
く
、
集
落
内

の
整
備
や
景
観
保
全
等
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
、
eco
ク
ラ
ブ
と
自
治
会
が
主
体
と
な
り
本
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

■
高
野
瀬
池
公
園
を
憩
い
の
場
に 

本
事
業
で
は
、
高
野
瀬
池
公
園
の
景
観
向
上
に
向
け

て
、
住
民
の
共
同
作
業

に
よ
り
池
の
中
に
プ
ラ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
ハ

ス
や
シ
ョ
ウ
ブ
、
ス
イ

レ
ン
の
植
栽
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
高
野
瀬
池
に
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
池
の
中
に

小
屋
を
設
置
し
て
、
ハ

ク
チ
ョ
ウ
と
カ
モ
の
飼
育
を
始
め
た
。
こ
う
し
た
取
組

に
よ
り
、
近
隣
住
民
が
池
を
覗
き
に
来
た
り
、
ハ
ク
チ

ョ
ウ
た
ち
に
餌
を
与
え
に
来
る
な
ど
、
高
野
瀬
池
公
園

は
地
域
の
憩
い
の
場
に
な
っ
た
。 

そ
の
後
活
動
の
範
囲
を
広
げ
、
地
域
の
広
場
に
住
民

自
ら
の
手
で
レ
ン
ガ

を
積
み
上
げ
設
置
し

た
多
目
的
か
ま
ど
は
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち

が
パ
ン
を
焼
く
な
ど

子
ど
も
の
創
造
力
を

育
む
貴
重
な
地
域
資

源
と
な
っ
た
。 

高
野
瀬
に
つ
い
て 

 
 

「
高
野
瀬
池
公
園
を
憩
い
の
場
に
し
た
い
」 

池
へ
の
愛
着
が
活
動
継
続
の
秘
訣 

【平成 2０～２１年度】 
ふるさと農村支援事業  

 

高野瀬 eco クラブ事務局長 野村栄さん 

 
 
 
 
 
 
◆活動で工夫したこと                              

・ 多くの人に、どんな形でも活動に関わってもらった。 

◆地域活性化のキーポイント                          

・ 多くの人に参加してもらうこと。 

（活動を通して色んな人の特技が見えてくる） 

◆今後の展望                                  

・ eco クラブの活動を次の世代にバトンタッチしたい。 

高野瀬池 多目的かまど造り 

 池を公園として整備してもらったので、なんとか地元のもの

で守っていきたいということで取り組みました。 

 行政がやったらそれっきりになってしまう。どんな形でも

“住民が関わった”ということが大事だと思います。 

出典：Ｈ22 国勢調査 

●豊郷町職員のコメント 
池公園の設計にあたり、「噴水・遊歩道・四阿

あずまや

を設置して親水公園にしてほしい」な
ど住民の皆様から多くの意見要望を頂き、規模がどんどん膨れあがりました。さらに
ヘドロの固化剤添加量の増加などが生じ、予算内に収めるのに設計担当者を悩ませま
した。しかしその甲斐あって、完成された時には自治会主催で記念式典をはじめ、様々
なイベントを実施していただきました。今後は、住民総参加の取組により、潤いと安
らぎを与えてくれる四季の花いっぱいの公園となるよう期待しております。 
≪問い合わせ先≫ 豊郷町地域整備課 ☎ 0749-35-8121 
 

                       

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お

う
と
開
催
し
た
「
高
野
瀬

の
歴
史
を
学
ぶ
講
演
会
」

に
は
、
住
民
180
名
ほ
ど
が

参
加
。
講
演
会
で
は
地
域

の
お
年
寄
り
が
昔
か
ら

の
言
い
伝
え
を
披
露
す

る
な
ど
、
老
い
も
若
き
も

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
抱
く

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 ■
活
動
を
支
え
る
「
愛
着
心
」 

事
業
終
了
後
も
、
eco
ク

ラ
ブ
は
年
に
５
、
６
回
池

周
辺
の
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ベ

ン
ト
に
関
し
て
は
、
継
続

す
る
こ
と
に
苦
労
し
て

い
る
。
発
足
当
時
と
変
わ

ら
ぬ
メ
ン
バ
ー
は
高
齢

化
し
、
「
活
動
の
エ
ン
ジ

ン
役
が
な
か
な
か
い
な
い
」
と
活
動
継
続
の
苦
労
が
垣

間
見
え
る
。
そ
れ
で
も
活
動
が
続
く
理
由
は
、
「
行
政

任
せ
で
は
な
く
自
分
た

ち
が
汗
を
か
い
て
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
、
池

に
足
を
運
び
た
く
な
る
」

と
い
う
高
野
瀬
池
公
園

へ
の
愛
着
心
が
あ
る
か

ら
だ
。
ど
ん
な
形
で
も

「
住
民
自
身
が
関
わ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
が
地

域
で
の
活
動
に
は
重
要

だ
と
い
う
。 

今
日
ま
で
活
動
を
継

続
し
て
き
て
、
eco
ク
ラ

ブ
の
取
組
が
徐
々
に
地

域
住
民
に
認
識
さ
れ
て

き
た
よ
う
だ
。
新
た
な

協
力
者
を
加
え
、
自
分

た
ち
の
活
動
を
何
と
か

次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
た
い
と
い
う
思

い
を
抱
い
て
い
る
。 

 

 事業で取り組んだ活動  

高野瀬池公園の整備 

・・・池の中にプランターを設置し、ハスやショウブ、スイレンの植栽を実施。 

池に小屋を設置し、ハクチョウとカモの飼育を開始。 

多目的かまどの設置 

・・・地域の広場にレンガを積み上げ、多目的かまどを設置。 

高野瀬城址の整備 

・・・中山道を中心とした観光客の流入を促進するため、高野瀬城址を整備し、 

地域の景観保全を図った。 

町の特産野菜「坊ちゃんカボチャ」を利用した創造料理体験 

・・・子どもが主体となり、「坊ちゃんカボチャ」を使った創造料理体験を実施。 

「高野瀬の歴史を学ぶ講演会」の開催 

・・・地域のお年寄りが言い伝えを披露するなど、子どもからお年寄りまで幅広い 

世代が郷土の歴史について学んだ。 

かまどでパン焼き カモに餌を与えにきた地域住民 



豊郷町高野瀬地区  

Memo               

高野瀬（たかのせ）

【戸数】３８１戸 

【人口】９９７人 

【高齢化率】２２.５％ 

豊
郷

と

よ

さ

と

町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
高た

か

野の

瀬せ

地
区
。
集

落
の
真
ん
中
に
は
高
野
瀬
池
と
い
う
１
ha
ほ
ど
の
た

め
池
が
あ
る
。
昔
は
コ
イ
の
養
殖
が
行
わ
れ
る
綺
麗
な

池
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
周
辺
環
境
の
変
化
に
よ
り
水

が
滞
留
し
、
ヘ
ド
ロ
が
堆
積
。
周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が

出
る
ほ
ど
に
池
が
汚
れ
て
い
た
。 

そ
こ
で
、
平
成
18
年
度
に
国
土
交
通
省
の
町
づ
く
り

交
付
金
事
業
を
活
用
し
て
高
野
瀬
池
の
ヘ
ド
ロ
対
策

（
ヘ
ド
ロ
の
固
化
、
盛
り
土
）
を
実
施
。
さ
ら
に
池
周

辺
に
遊
歩
道
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
公
園
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。 

こ
れ
を
契
機
に
、「
せ
っ
か
く
整
備
し
て
も
ろ
た
ん
や

か
ら
、
今
度
は
地
域
と
し
て
活
用
し
て
い
か
な
あ
か
ん
」

と
地
域
住
民
の
有
志
が
「
高
野
瀬
公
園
eco
ク
ラ
ブ
」
を

設
立
し
、
美
し
い
高
野
瀬
池
公
園
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
池
周
辺
の
清
掃
活
動
や
錦
鯉
の
放
流
等
を
開
始

し
た
。
そ
し
て
池
の
維
持
管
理
だ
け
で
な
く
、
集
落
内

の
整
備
や
景
観
保
全
等
に
よ
り
地
域
活
性
化
を
図
る

た
め
、
eco
ク
ラ
ブ
と
自
治
会
が
主
体
と
な
り
本
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

■
高
野
瀬
池
公
園
を
憩
い
の
場
に 

本
事
業
で
は
、
高
野
瀬
池
公
園
の
景
観
向
上
に
向
け

て
、
住
民
の
共
同
作
業

に
よ
り
池
の
中
に
プ
ラ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
ハ

ス
や
シ
ョ
ウ
ブ
、
ス
イ

レ
ン
の
植
栽
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
高
野
瀬
池
に
も

っ
と
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
池
の
中
に

小
屋
を
設
置
し
て
、
ハ

ク
チ
ョ
ウ
と
カ
モ
の
飼
育
を
始
め
た
。
こ
う
し
た
取
組

に
よ
り
、
近
隣
住
民
が
池
を
覗
き
に
来
た
り
、
ハ
ク
チ

ョ
ウ
た
ち
に
餌
を
与
え
に
来
る
な
ど
、
高
野
瀬
池
公
園

は
地
域
の
憩
い
の
場
に
な
っ
た
。 

そ
の
後
活
動
の
範
囲
を
広
げ
、
地
域
の
広
場
に
住
民

自
ら
の
手
で
レ
ン
ガ

を
積
み
上
げ
設
置
し

た
多
目
的
か
ま
ど
は
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち

が
パ
ン
を
焼
く
な
ど

子
ど
も
の
創
造
力
を

育
む
貴
重
な
地
域
資

源
と
な
っ
た
。 

高
野
瀬
に
つ
い
て 

 
 

「
高
野
瀬
池
公
園
を
憩
い
の
場
に
し
た
い
」 

池
へ
の
愛
着
が
活
動
継
続
の
秘
訣 

【平成 2０～２１年度】 
ふるさと農村支援事業  

 

高野瀬 eco クラブ事務局長 野村栄さん 

 
 
 
 
 
 
◆活動で工夫したこと                              

・ 多くの人に、どんな形でも活動に関わってもらった。 

◆地域活性化のキーポイント                          

・ 多くの人に参加してもらうこと。 

（活動を通して色んな人の特技が見えてくる） 

◆今後の展望                                  

・ eco クラブの活動を次の世代にバトンタッチしたい。 

高野瀬池 多目的かまど造り 

 池を公園として整備してもらったので、なんとか地元のもの

で守っていきたいということで取り組みました。 

 行政がやったらそれっきりになってしまう。どんな形でも

“住民が関わった”ということが大事だと思います。 

出典：Ｈ22 国勢調査 

●豊郷町職員のコメント 
池公園の設計にあたり、「噴水・遊歩道・四阿

あずまや

を設置して親水公園にしてほしい」な
ど住民の皆様から多くの意見要望を頂き、規模がどんどん膨れあがりました。さらに
ヘドロの固化剤添加量の増加などが生じ、予算内に収めるのに設計担当者を悩ませま
した。しかしその甲斐あって、完成された時には自治会主催で記念式典をはじめ、様々
なイベントを実施していただきました。今後は、住民総参加の取組により、潤いと安
らぎを与えてくれる四季の花いっぱいの公園となるよう期待しております。 
≪問い合わせ先≫ 豊郷町地域整備課 ☎ 0749-35-8121 
 

                       

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お

う
と
開
催
し
た
「
高
野
瀬

の
歴
史
を
学
ぶ
講
演
会
」

に
は
、
住
民
180
名
ほ
ど
が

参
加
。
講
演
会
で
は
地
域

の
お
年
寄
り
が
昔
か
ら

の
言
い
伝
え
を
披
露
す

る
な
ど
、
老
い
も
若
き
も

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
で
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
抱
く

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。 

 ■
活
動
を
支
え
る
「
愛
着
心
」 

事
業
終
了
後
も
、
eco
ク

ラ
ブ
は
年
に
５
、
６
回
池

周
辺
の
清
掃
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
イ
ベ

ン
ト
に
関
し
て
は
、
継
続

す
る
こ
と
に
苦
労
し
て

い
る
。
発
足
当
時
と
変
わ

ら
ぬ
メ
ン
バ
ー
は
高
齢

化
し
、
「
活
動
の
エ
ン
ジ

ン
役
が
な
か
な
か
い
な
い
」
と
活
動
継
続
の
苦
労
が
垣

間
見
え
る
。
そ
れ
で
も
活
動
が
続
く
理
由
は
、
「
行
政

任
せ
で
は
な
く
自
分
た

ち
が
汗
を
か
い
て
取
り

組
ん
で
き
た
か
ら
、
池

に
足
を
運
び
た
く
な
る
」

と
い
う
高
野
瀬
池
公
園

へ
の
愛
着
心
が
あ
る
か

ら
だ
。
ど
ん
な
形
で
も

「
住
民
自
身
が
関
わ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
が
地

域
で
の
活
動
に
は
重
要

だ
と
い
う
。 

今
日
ま
で
活
動
を
継

続
し
て
き
て
、
eco
ク
ラ

ブ
の
取
組
が
徐
々
に
地

域
住
民
に
認
識
さ
れ
て

き
た
よ
う
だ
。
新
た
な

協
力
者
を
加
え
、
自
分

た
ち
の
活
動
を
何
と
か

次
の
世
代
へ
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
し
た
い
と
い
う
思

い
を
抱
い
て
い
る
。 

 

 事業で取り組んだ活動  

高野瀬池公園の整備 

・・・池の中にプランターを設置し、ハスやショウブ、スイレンの植栽を実施。 

池に小屋を設置し、ハクチョウとカモの飼育を開始。 

多目的かまどの設置 

・・・地域の広場にレンガを積み上げ、多目的かまどを設置。 

高野瀬城址の整備 

・・・中山道を中心とした観光客の流入を促進するため、高野瀬城址を整備し、 

地域の景観保全を図った。 

町の特産野菜「坊ちゃんカボチャ」を利用した創造料理体験 

・・・子どもが主体となり、「坊ちゃんカボチャ」を使った創造料理体験を実施。 

「高野瀬の歴史を学ぶ講演会」の開催 

・・・地域のお年寄りが言い伝えを披露するなど、子どもからお年寄りまで幅広い 

世代が郷土の歴史について学んだ。 

かまどでパン焼き カモに餌を与えにきた地域住民 



日野町北畑地区  

Memo               

北畑（きたばた） 

【戸数】５５戸 

【人口】１８６人 

【高齢化率】３４.４％ 

日
野
町
北
畑

き

た

ば

た

地
区
は
、
ほ
場
整
備
事
業
が
完
了
し
て

か
ら
20
年
近
く
が
経
過
し
、
用
排
水
路
等
の
維
持
管
理

の
負
担
が
増
大
す
る
反
面
、
地
域
に
若
者
が
少
な
く
、

農
業
の
後
継
者
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
農
業

施
設
の
維
持
管
理
に
新
た
な
力
を
必
要
と
し
て
お
り
、

農
家
・
非
農
家
が
共
同
し
て
農
業
施
設
を
維
持
管
理
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
本
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

本
事
業
の
取
組
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
「
北
畑
郷ま

ち

づ
く
り
委
員
会
」
だ
。
自
治
会
で
は
手
が
回
ら
な
い
よ

う
な
、
地
域
活
性
化
に
関
す
る
取
組
を
継
続
し
て
行
い

「
住
み
よ
い
北
畑
地
区
」
を
つ
く
る
た
め
、
平
成
17
年

度
に
自
治
会
傘
下
の
組
織
と
し
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。

委
員
の
任
期
は
２
年
で
、
老
若
男
女
、
農
家
、
非
農
家

を
含
め
た
18
名
（
役
員
５
名
、
委
員
13
名
）
で
構
成

さ
れ
る
。 

 ■
中
か
ら
も
外
か
ら
も
「
見
え
る
」
活
動 

事
業
で
の
取
組
と
し
て
、
集
落
の
入
り
口
に
面
す
る

畑
に
景
観
作
物
の
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、
用
水
路
に
水
車

を
設
置
し
た
。
ど
ち
ら
も
日
常
的
に
地
元
住
民
の
目
に

触
れ
る
ほ
か
、
外
か
ら
来
た
人
が
わ
ざ
わ
ざ
車
を
止
め

て
眺
め
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
人
の
目
に
つ
く
と
こ

ろ
に
取
組
の
成
果
を
残
す
こ
と
で
、
委
員
会
に
よ
る
活

動
を
地
元
住
民
に
周
知
で
き
る
と
と
も
に
、
地
元
住
民

の
意
識
が
変
わ
り
、
新
た
な
協
力
者
の
確
保
に
繋
が
る
。

「
見
え
る
」
活
動
は
集
落
内
外
に
プ
ラ
ス
の
影
響
を
も

た
ら
す
、
地
域
活
性
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。 

   

 

■
非
農
家
の
協
力 

事
業
で
実
施
し
た
取
組
は
、
景
観
作
物
の
植
栽
や
水

車
の
設
置
の
ほ
か
、
排
水
路
の
浚
渫

し
ゅ
ん
せ
つ

や
休
耕
田
で
の
そ

ば
栽
培
な
ど
「
農
業
関
係
」
の
も
の
が
多
い
。
地
域
で

反
対
意
見
が
上
が
る
こ
と
な
く
、
非
農
家
も
含
め
て
こ

の
よ
う
な
活
動
が
進
め
ら
れ
た
理
由
は
、
非
農
家
も
構

成
員
の
一
員
で
あ
る
郷
づ
く
り
委
員
会
が
活
動
を
企
画 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
◆活動で工夫したこと                              

・ 「郷づくり委員会」を老若男女、農家、非農家等幅広い人材で構成した。 

・ 活動内容により女性や農家等臨機応変に対象を変えて参画を促した。 

◆地域活性化のキーポイント                            

・ 地域住民の目につくところに活動の成果を残す。 

◆今後の展望                                      

・ 都市住民との交流事業に取り組みたい。 

設置された水車 

集
落
内
外
に
「
見
え
る
」
活
動
が 

集
落
共
同
活
動
の
基
礎
を
築
く 

【平成 2０～2２年度】 

ふるさと農村支援事業  

【写真左から】（委員会元会長）岡 義雄さん・（委員会理事）門 完さん・ 
（農業組合長）嶋村寿雄さん・（自治会長）門 彦継さん・ 
（委員会事務局長）門 庄助さん・ 

 

 一致団結とまではいかなくても、住民の協力を

得て様々な取組ができました。 

 取組を通して非農家も含めた集落共同活動の 

下地ができました。 

出典：H24 地元聞き取り 
   

●日野町職員のコメント 
 より多くの住民の方々の協力が得られるよう、活動内容を工夫されたことで、
住民の方々の郷づくりへの意識が高まりました。３年間の活動を契機に、平成 24
年度より新たに世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策に取組いただいていま
す。集落ぐるみの共同活動を通じて、地域活性化がさらに推進されることを期待
します。 
 
≪問い合わせ先≫ 日野町農林課 ☎ 0748-52-6563 
 

                       

し
、
実
施
し
て
き
た
か
ら
だ
。
ま
た
、
活
動
の
内
容
に

応
じ
て
、
地
域
の
女
性
に
活
動
へ
の
協
力
を
要
請
し
た

り
、
農
家
中
心
で
活
動
を
行
っ
た
り
と
、
臨
機
応
変
に

活
動
を
進
め
た
こ
と
も
、
円
滑
に
事
業
が
進
め
ら
れ
た

要
因
の
一
つ
だ
。 

           

 

■
そ
し
て
集
落
共
同
活
動
へ 

本
事
業
で
の
取
組
を
通
し
て
集
落
共
同
活
動
を
行
う

下
地
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
北
畑
で
は
、
24
年
度
か
ら

非
農
家
を
含
め
た
集
落
共
同
活
動
に
よ
る
農
地
お
よ

び
農
業
施
設
等
の
維
持
管
理
に
向
け
て
、
「
世
代
を
つ

な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上
対
策
（
農
地
・
水
保
全

管
理
支
払
交
付
金
）
」

の
取
組
を
開
始
し

た
。 そ

し
て
今
後
も
、

「
北
畑
郷
づ
く
り

委
員
会
」
が
中
心
と

な
り
、
コ
ス
モ
ス
の

栽
培
な
ど
の
「
見
え

る
」
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
で
集
落
に

刺
激
を
与
え
な
が

ら
地
域
の
活
性
化

を
推
進
す
る
。 

   

事業で取り組んだ活動   
                    

景観作物の栽培 

・・・集落の入り口に面した畑でコスモスを栽培。 

水車の設置 

・・・集落の入り口に位置する用水路に手作りの水車を設置。 

そばの栽培 

・・・休耕田を用いてそばを栽培。収穫したそばでそば打ち体験を実施。 

集落世代間交流活動 

・・・ため池へのハイキング、ため池下流の水路で魚つかみ、 

バーベキュー等を実施。 

排水路の浚渫 

・・・排水路に堆積した土砂の浚渫作業を実施。 
 
 

集落の入り口に咲くコスモス 

魚つかみに興じる子ども達 



米原市上丹生地区  

Memo               

上丹生（かみにゅう）

【戸数】１４０戸 

【人口】４４７人 

【高齢化率】３６.７％ 

上か

み

丹に

ゅ

生う

地
区
は
、
木
彫
・
仏
壇
が
２
０
０
年
以
上
前

か
ら
地
場
産
業
と
し
て
発
展
し
、
技
術
を
若
い
世
代
に

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
今
な
お
地
域
に
は
二
十
数
軒
の
工

房
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
宅
地
が
少
な
い
上
丹
生
地

区
で
は
若
者
が
集
落
外
へ
出
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
地

域
で
は
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
た
。 

上
丹
生
で
は
、
平
成
13
年
度
に
実
施
さ
れ
た
国
の
補

助
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
ま
ち
づ
く
り
組
織
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
。
自
治
会
の
会
長
は

１
、
２
年
で
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
組
織
は
取
組
の

継
続
性
を
保
つ
た
め
に
自
治
会
と
切
り
離
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
る
。 

３
年
間
で
補
助
事
業
は
終
了
し
た
が
、
そ
の
後
も
地

域
で
の
活
動
を
継
続
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
ふ
る
さ
と

農
村
支
援
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

■
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を
創
出
す
る 

本
事
業
で
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題

し
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
作
付
け
を
実
施
し
、
開
花
時

期
に
併
せ
て
「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
」
を
開
催
し
た
。

祭
り
当
日
は
集
落
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
は
、
地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
え

て
地
域
の
高
齢
者
の
出
番
を
作
り
、
高
齢
者
が
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
る
一
員

と
な
れ
る
よ
う
企
画
し

て
い
る
。
「
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
祭
り
」
で
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
作
る
よ
も
ぎ

餅
が
大
好
評
。
地
域
が
大

い
に
に
ぎ
わ
っ
た
だ
け

で
な
く
、
地
域
内
で
世
代

を
超
え
た
交
流
が
図
ら

れ
た
。 

さ
ら
に
、
地
域
の
高
齢

者
に
話
を
聞
き
な
が
ら
、

地
域
の
生
活
史
を
絵
屏

風
に
表
現
す
る
「
心
象

し
ん
し
ょ
う

絵
図

え

ず

※

」
の
作
成
に
挑
戦

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
昔
話
を

始
め
る
と
止
ま
ら
な
い
。
上
丹
生
の
歴
史
や
文
化
が
凝

縮
さ
れ
た
立
派
な
心
象
絵
図
が
完
成
し
た
。 

こ
う
し
た
取
組
の
背
景
に
は
、「
高
齢
者
が
多
け
れ
ば
、

そ
れ
を
悲
観
す
る
の
で
は
な
く
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を

作
れ
ば
い
い
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
の
思
い
が
あ

る
。 

  
 

各
々
が
得
意
分
野
で
活
動 

自
由
な
組
織
で
続
く
ま
ち
づ
く
り 

完成した心象絵図 心象絵図の作業風景 

 
 
 
 
 
 
◆活動で工夫したこと                                        

・ 高齢者が多いことを悲観せず、高齢者の活躍の場を創出した。 

・ 活動は無理のない範囲で各々が好きな活動に参加した。 

◆地域活性化のキーポイント                                         

・ 地域によってできることとできないことがある（地域に合った取組を）。 

・ 高齢者だからこそできることがある。 

◆今後の展望                                 

・ 「炭盆栽」や畑のオーナー制度で 

自主財源を稼ぎつつ、活動を継続したい。 

 事業で実施したイベント等を通して、集落内のつながり

が強くなりました。 

 現在は、「炭盆栽」の販売や畑のオーナー制度等により

自主財源を稼ぎながら活動を継続しています。 

【平成 2０～2２年度】 

ふるさと農村支援事業 

【写真右から】プロジェクトＫ（会長）吉田英治さん・（会員）清水則男さん・ 

（会員）清水朝雄さん・（会員）中村正夫さん・（営業企画）寺田幸彦さん 

              

※ 心象絵図…人々の五感体験に基づき、地域の暮らしを一枚の絵図に描き出すことで地域を表現する。つくる過程を通して地域を

知り、後世に伝えていくという手法（心象図法）。 

    
              

●活動組織問い合わせ先 
プロジェクト K（担当）吉田英治 
☎ 0749-54-1928 

出典：Ｈ22 国勢調査 

●米原市職員のコメント 
区民との交流や環境・自然保護を考える機会とするため以前から炭焼きなど

様々な活動が行われていましたが、自立的な組織となるため支援事業の活用が図
られました。現在では、組織基盤も固まり取組の見本となる組織になったと実感
しています。今後も様々な工夫を凝らした活動をされていくと思われます。 
 
≪問い合わせ先≫ 米原市農林振興課 ☎ 0749-58-2228 

                       

■
活
動
は
各
々
が
好
き
な
こ
と
・
得
意
な
分
野
で 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
は
会
則
が
な
く
、
入
る
の
も
や
め

る
の
も
自
由
な
組
織
だ
。
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
こ

と
や
得
意
な
分
野
で
活
動
す
る
。
「
や
ら
さ
れ
て
い
る
」

の
で
は
な
く
、
「
や
り
た
い
」
人
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
好
き
な
活
動
に
参
加
で
き
る
こ
と

が
、
反
対
意
見
も
な
く
活
動
が
続
く
秘
訣
で
あ
る
。
住

民
自
ら
の
手
で
作
り
上
げ
た
立
派
な
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
か

ら
も
、
自
由
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ
の
「
遊
び
心
」

が
見
て
取
れ
る
。 

ま
た
集
落
の
気
質

と
し
て
、
地
元
住
民
は

非
メ
ン
バ
ー
で
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ
の
活

動
に
協
力
的
だ
。
住
民

の
協
力
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｋ
は
活
動
を
展
開
で

き
る
。 

 ■
自
主
財
源
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動 

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
上
丹
生
で
の
ま
ち

づ
く
り
を
参
考
に
し
よ

う
と
、
近
年
は
他
府
県

か
ら
視
察
に
訪
れ
る
地

域
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ

の
取
組
を
通
し
て
外
部

と
の
交
流
が
生
ま
れ
た

こ
と
で
、
か
つ
て
は
排

他
的
だ
っ
た
集
落
が
変

わ
っ
て
き
た
と
い
う
。 

事
業
が
終
わ
っ
た
現

在
は
、
炭
焼
き
で
作
っ

た
炭
を
活
か
し
た
「
炭

盆
栽
」
の
販
売
や
、
畑

の
オ
ー
ナ
ー
制
度
（
一

区
画
２
５
０
０
円
）
等

に
よ
り
自
主
財
源
を
稼

ぎ
な
が
ら
、
恵
ま
れ
た

自
然
と
豊
か
な
人
材
を

活
か
し
、
さ
ら
に
「
良

い
村
」
を
目
指
し
て
活

動
を
継
続
し
て
い
る
。 

ツリーハウス 

事業で取り組んだ活動 
 

花いっぱいプロジェクト 

・・・チューリップの作付けを実施し、開花時期に「チューリップ祭り」を開催。 

祭りには集落内外から多くの来場者があった。 

「心象絵図」の作成 

・・・地域の生活や文化、歴史を後世に残すため、集落の高齢者から 

聞き取りを行い、「心象絵図」を作成。 

もくもくフェスタの開催 

・・・地域の伝統工芸である木彫りや炭盆栽づくりが体験できるイベントを、 

地元の中学生と地域住民が企画し開催。 

各種体験事業 

・・・子ども会と連携し、炭焼きやピザ作り体験を実施。 



米原市姉川中部地区  

上
板

か

み

い

た

並な

み

、
下
板

し

も

い

た

並な

み

、
大
久
保
、
小
泉
の
４
集
落
か
ら

な
る
姉
川

あ

ね

が

わ

中
部

ち

ゅ

う

ぶ

地
区
で
は
、
立
地
条
件
や
冬
期
の
積
雪

な
ど
を
理
由
と
す
る
若
者
の
都
市
部
へ
の
人
口
流
出

等
に
よ
り
、
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
た
。 

そ
れ
を
受
け
て
、
当
地
域
で
は
平
成
19
年
度
に
県

（
農
村
振
興
課
）
に
よ
る
「
空
き
民
家
活
用
対
策
検
討

モ
デ
ル
調
査
」
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
結
果
か
ら
地
域

の
空
き
家
増
加
を
再
認
識
し
、
集
落
単
位
で
地
域
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
覚
え
た
区
長
ら
が
、
地

域
の
将
来
展
望
を
４
集
落
で
協
議
す
る
た
め
、
各
集
落

の
当
年
度
の
区
長
と
前
年
度
の
区
長
の
計
８
名
で
構

成
さ
れ
る
「
姉
川
せ
せ
ら
ぎ
懇
話
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。 

 

■
活
動
は
文
化
・
伝
統
の
『
掘
り
起
こ
し
』 

懇
話
会
を
立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
最
初
は
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
手
探
り
の
状
態
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
「
昔
取

り
組
ん
で
い
た
こ
と
（
地
域
文
化
・
伝
統
）
の
掘
り
起

こ
し
」
を
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
本
事
業
に

よ
る
取
組
が
始
ま
っ
た
。 

事
業
で
は
、
過
去
に
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
わ
さ
び

の
栽
培
や
、
地
域
の
伝
統
的
な
食
文
化
で
あ
る
「
ち
ま

き
」
作
り
体
験
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋
を
使
っ
た
地
域
の
食

作
り
研
修
会
な
ど
を

実
施
し
た
。
活
動
当
初

は
地
域
住
民
を
対
象

に
実
施
し
て
い
た
が
、

活
動
が
進
む
に
つ
れ

次
第
に
外
部
へ
の
情

報
発
信
、
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
集
客
を
行
う
に

至
っ
た
。 

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、
外
部
に
向
け
て
地
域
の
魅

力
を
発
信
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
間
で
の
文

化
継
承
に
も
繋
が
っ
た
。 

 
■
イ
ベ
ン
ト
で
元
気
な
地
域
を
Ｐ
Ｒ 

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
は
、
一
回
に
多
く
て
も
30
名

程
度
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

地
域
へ
の
直
接
的
な

効
果
は
決
し
て
大
き

く
な
い
。
し
か
し
、
活

動
を
行
う
こ
と
が
、
メ

デ
ィ
ア
や
口
コ
ミ
に

よ
り
「
こ
の
地
域
が
元 

 
 

【平成 2０～2２年度】 

ふるさと農村支援事業 
 

文
化
・
伝
統
の
掘
り
起
こ
し
で
元
気
な
地
域
を
Ｐ
Ｒ 

 

  

 
 
 
 
◆取組で工夫したこと                                 

・ 昔取り組んでいたこと（地域文化・伝統）の掘り起こしを行った。 

・ 外部への情報発信に力を入れた（「地域が元気なアピール」になる）。 

◆地域活性化のキーポイント                                                

・ 活動を引っ張るリーダーの存在。 

・ 複数集落が連携して取り組む。 

◆みらいつくり隊 松﨑さんのコメント                      

この地域は大変恵まれた環境の中で、便利さが保たれている。地域から出て行かれた

方に、地域が元気になったことを知ってもらって、いずれは戻ってきてもらえると 

良いと思う。 

【写真左から】姉川せせらぎ懇話会（元副会長）長谷善行さん・ 
（元会長）室谷貞蔵さん・みらいつくり隊 松﨑淳さん 

●活動組織問い合わせ先 
有限会社ムロヤ石油（代表）室谷貞蔵 
☎ 0749-58-1333 

ちまき作り体験 豆腐作り体験 

 活動を通して、地域の魅力を外部に発信できたほか、

地域住民の文化継承にも繋がりました。 

 獣害が酷く、何を栽培するにも大変。また集落で 

まとまったもの（特産品）がないことが課題です。 

出典：Ｈ22 国勢調査 

Memo               

上板並（かみいたなみ）

【戸数】７６戸 

【人口】２１８人 

【高齢化率】３６.７％ 

下板並（しもいたなみ）

【戸数】３５戸 

【人口】９６人 

【高齢化率】４５.８％ 

 大久保（おおくぼ）

【戸数】６８戸 

【人口】１７７人 

【高齢化率】４２.９％ 

小泉（こいずみ） 

【戸数】１２戸 

【人口】４０人 

【高齢化率】２７.５％ 

●米原市職員のコメント 
 都市と農村の交流を切り口に取り組みを開始され、郷土料理作り体験や炭焼き
体験など古くから行っていた活動を体験プログラムにし、好評を得ています。地
道に活動を行うことで地域住民の協力も増え、活動の効果が見受けられ、今後の
活動に大いに期待するところです。 
≪問い合わせ先≫ 米原市農林振興課 ☎ 0749-58-2228 

※ みらいつくり隊（地域おこし協力隊）…過疎・高齢化に立ち向かうため、市の条例に定められた地域において、地域活性化の原        
動力となる人材を市長が隊員として委嘱。隊員は２年間地域住民と協力しながらまちづく
りに取り組むとともに、地域に定住するための起業や就業に向けた活動に取り組む。 

                       

気
だ
よ
」
と
い
う
外
部
へ
の
発
信
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
繋

が
る
。
地
域
が
元
気
な
こ
と
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
い
ず
れ
は
地
域
か
ら
出
て
行
っ
た
人
が

故
郷
に
戻
り
た
く
な
る
「
き
っ
か
け
」
に
な
れ
ば
、
と

い
う
思
い
か
ら
、
懇
話
会
で
は
外
部
へ
の
広
報
活
動
に

力
を
入
れ
て
い
る
。 

          

■
新
た
な
住
民
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
取
組
を 

 

地
域
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ｐ
Ｒ
に
役
立
っ
た
も
の
の
、

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
自
治
会
の
負
担
は
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
自
治
会
の
役
を
担
う
後
継
者
の
不
足
が

大
き
な
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。 

一
方
で
、
米
原
市
の
『
み
ら
い
つ
く
り
隊
※

』
と
し

て
、
22
年
度
か
ら
若
い
３
名
が
地
域
に
移
り
住
ん
だ
。

「
よ
そ
者
」
の
視
点
や
、
チ

ラ
シ
作
製
・
ウ
ェ
ブ
を
活
用

し
た
広
報
等
、
様
々
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
若
い
新
住
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
事
業

が
終
了
し
た
現
在
も
、
地
域

で
の
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し

て
い
る
。
さ
ら
に
今
後
は
、

４
集
落
合
同
の
イ
ベ
ン
ト

の
他
に
、
集
落
単
位
で
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
住

民
に
対
し
て
「
集
落
で
の
活

動
」
と
い
う
意
識
を
抱
い
て

も
ら
う
こ
と
で
、
活
動
へ
の

参
加
を
促
す
こ
と
が
狙
い

の
一
つ
だ
。 

地
域
住
民
と
若
い
新
住

民
の
知
恵
や
技
術
を
活
か

し
、
今
後
も
元
気
な
地
域
を

Ｐ
Ｒ
す
る
。 

事業で取り組んだ活動 
 
地元農産物を活かした郷土料理体験 

・・・地域の伝統的な食文化を継承するため、ちまき作り体験や豆腐作り体験を 

実施。 

コンニャク芋を使った地域の食作り研修会 

・・・手作りで作られることの少なくなったコンニャク栽培を地域で復活させ、 

コンニャクの定植体験を実施。 

わさび栽培 

・・・新たな特産作物として、湧水を利用したわさび栽培を実施。 

田舎のごっつぉ（ごちそう）バイキング 

・・・移住促進を目的に、集落散策や空き家見学、田舎の郷土料理のバイキング 

により地域の魅力をＰＲするイベント「田舎のごっつぉバイキング」を開催。 

定員（５０名）を超える参加があり、地域も大いに盛り上がった。 

田舎のごっつぉバイキング 



Memo               

甲津原（こうづはら） 
【戸数】３９戸 

【人口】９４人 

【高齢化率】５１.１％ 

 
奧
伊
吹
ス
キ
ー
場
の
そ
ば
に
位
置
し
、
冬
場
は
ス
キ

ー
客
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
甲こ

う

津づ

原は

ら

地
区
。
か
つ
て
は

多
く
の
民
宿
が
あ
っ
た
が
、
道
路
整
備
が
進
ん
だ
こ
と

で
ス
キ
ー
客
の
ほ
と
ん
ど
が
日
帰
り
客
と
な
り
、
今
で

は
２
軒
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
域
に
は
キ

ャ
ン
プ
・
宿
泊
施
設
の
ア
グ
リ
コ
テ
ー
ジ
や
、
甲
津
原

の
物
産
が
集
ま
る
甲
津
原
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
立

派
な
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
活
用
率
が
低
い
と

い
う
課
題
を
抱
え
て
い
た
。
甲
津
原
で
は
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
「
農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
を
企
画

し
、
取
り
組
ん
で
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。 

 

■
11
年
続
く
取
り
組
み 

 

甲
津
原
で
は
本
事
業
に
取
り
組
む
以
前
か
ら
、
滞
在

型
農
業
体
験
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
て
き
た
。
既
存
の
宿
泊

施
設
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
事
業
が
農
業
体
験
と

結
び
つ
き
、
米
原
市
の
主
導
に
よ
り
農
業
体
験
ツ
ア
ー

が
開
始
さ
れ
た
の
だ
。
現

在
は
区
の
主
導
と
な
り
、

区
か
ら
の
依
頼
で
ス
キ
ー

場
を
運
営
す
る
(株)

奧
伊

吹
観
光
が
「
甲
津
原
農
業

体
験
事
務
局
」
と
し
て
企

画
や
受
付
を
担
当

し
て
い
る
。 

ツ
ア
ー
は
春
と

秋
の
年
２
回
、
春

は
田
植
え
や
野
菜

苗
の
定
植
体
験
、

秋
に
は
稲
刈
り
や
、

自
生
の
ア
ケ
ビ
・

ク
ル
ミ
と
い
っ
た

「
野
山
の
贈
り
物
」

の
収
穫
を
体
験
で
き
る
。
ア
グ
リ
コ
テ
ー
ジ
や
地
域
の

民
宿
で
１
泊
し
、
甲
津
原
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
ほ
か
、

地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
和
や
か
な
田
舎
の
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
。

毎
回
30
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多

い
の
が
特
徴
だ
。
ま
た
都
会
、
田
舎
を
問
わ
ず
子
ど
も

連
れ
の
参
加
者
が
多
い
。 

 

■
住
民
も
楽
し
む 

農
業
体
験
ツ
ア
ー
を
開
始
し
て
か
ら
、
ツ
ア
ー
参
加

者
と
触
れ
合
う
中
で
、
住
民
自
身
も
ツ
ア
ー
を
楽
し
め

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
徐
々
に
ツ
ア
ー
に
積
極
的

に
取
り
組
む
住
民
も
増
え
、
今
で
は
運
営
を
手
伝
う
自 

                       

米原市甲津原地区  

「
農
業
体
験
ツ
ア
ー
」
で
都
市
住
民
と
の
交
流
を
楽
し
む 

【平成 2０～2２年度】 

ふるさと農村支援事業  

甲津原農業体験事務局 佐々木光雄さん 

 

 

 

 

 

 

◆活動で工夫したこと                             

・ 運営を手伝う役員に対し、区から手当てを支給した。 

◆地域活性化のキーポイント                           

・ 地元住民も活動を楽しむこと。 

◆今後の展望                                  

・ 農業体験だけでなく、山登りなどツアープログラムの充実化を図る。 

・ 道の駅にチラシを置くなど、広報活動により力を 

入れ、新規参加者の獲得を目指す。 

「農業体験ツアー」は参加者のみなさんに喜んでもらっ

ています。また、ツアーは甲津原のおばちゃんたちの  

生き甲斐にもなっていると思います。 

アケビの収穫 

集落内散策（クルミ発見） 

●活動組織問い合わせ先 
甲津原農業体験事務局 
☎ 0749-59-0323 

出典：Ｈ22 国勢調査 

●米原市職員のコメント 
 宿泊型農業体験として取組がはじまって以来、徐々に参加者が増加しているほ
かリピーターも多く、参加者はもちろん地域住民の楽しみとなっているようです。
都市住民と地域住民の交流の様子を拝見していると両者とも大変生き生きされて
おり、今後も残していきたい活動と考えます。 
 
≪問い合わせ先≫ 米原市農林振興課 ☎ 0749-58-2228 

                       

治
会
の
役
員
た
ち
も
、

ツ
ア
ー
参
加
者
と
の

交
流
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
が
多
い
。

参
加
者
を
楽
し
ま
せ

る
だ
け
で
な
く
、
住

民
が
一
緒
に
楽
し
め

る
と
い
う
こ
と
が
、

地
域
で
継
続
さ
れ
る

活
動
に
は
不
可
欠
だ
。 

ま
た
甲
津
原
農
業
体
験
事
務
局
か
ら
区
に
要
望
し
、

現
在
で
は
ツ
ア
ー
を
手
伝
う
役
員
に
は
区
か
ら
手
当

が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
活
動
に
見
合
う
額

で
は
な
い
が
、
事
業
を
支
え
る
役
員
へ
の
配
慮
は
欠
か

せ
な
い
。
そ
の
さ
さ
や
か
な
配
慮
に
よ
っ
て
、
役
員
も

快
く
事
業
を
手
伝
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。 

 ■
地
元
の
農
産
物
を
Ｐ
Ｒ 

ツ
ア
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
住
民
も
い
れ
ば
、
取

組
に
関
わ
っ
て
い
な
い
住
民
も
い
る
。
し
か
し
、
何
年

も
継
続
し
て
き
た
取
組
は
す
っ
か
り
地
域
に
定
着
し

て
お
り
、
ツ
ア
ー
の
際
中
に
取
組
に
関
わ
っ
て
い
な
い

住
民
も
声
を
か
け
て
く
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

ま
た
ツ
ア
ー
参
加
者
の

中
に
は
、
甲
津
原
の
農
産

物
が
気
に
入
り
直
接
買
い

付
け
る
方
も
現
れ
た
。
ツ

ア
ー
は
「
間
違
い
な
く
お

い
し
い
」
自
慢
の
農
産
物

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の

機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。 

甲
津
原
で
は
こ
の
取
組

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
、
地

域
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
予
定
だ
。 

  

事業で取り組んだ活動 
 
検討会議 

・・・都市住民との交流活動に関する検討会議を開催。 

 
都市住民との交流活動「農業体験ツアー」 

・・・一泊二日の滞在型田舎・農業体験ツアーを春と秋の年２回開催。 

＜プログラム＞ 

春：山菜採り、田植え、野菜の定植、集落散策など 

秋：稲刈り、野菜の収穫、加工体験、魚つかみなど 

田植え体験 

脱穀体験 


